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Ⅲ 選択的評価事項Ａ 研究活動の状況 

 

１ 選択的評価事項Ａ「研究活動の状況」に係る目的 

 

本校における研究活動は， 

１．研究活動を通じて現在の，そしてこれからの産業技術および科学技術の進展に資する知見を得て，これを学

生への教育活動に積極的かつ効果的に還元し，もって総合的な技術開発能力がある学生の育成に資すること。 

２．高等教育機関として，産学連携による研究開発活動を通じて，地域社会へより一層貢献すること。 

の２点を主目的として行う。 

 

１．教育活動への還元 

技術立国を標榜する我が国の産業を支える産業技術と科学技術は，世界的にめまぐるしく，かつ高度に発達し

ている。この情勢を鑑み，本校教員は，研究活動にも精力的に取組んだ上で授業や実験実習，さらには研究指導

を実施することが，輩出する人材が科学，技術，および社会からの要請の変化に柔軟かつ適切に対応できるよう

にするために必要である。 

 また，本校は，実践的技術者の養成を使命としていることから，各教員は産業技術と科学技術の高度化や産業

構造の変化といった，社会からの要請の動向を即時的に把握している必要もある。民間企業や研究機関と連携し

た研究開発活動を積極的に行うことは，教員が企業の開発や生産の現場との接点を持ち，社会のニーズを知るこ

とに効果的である。 

 さらに，企業等との共同研究活動に学生を関わらせることにより，本校課程での学習内容にある基礎・理論が

産業技術にどのように必要とされ，応用されているかを学生に実感させることができる。このことにより，学生

に学習と社会との接点を意識させ，学ぶ意欲を増進させることができ，学生の総合的な技術開発能力の向上に大

きな教育効果がもたらされると期待できる。 

 

２．地域社会への貢献 

本校は，静岡県東部地区で唯一の国立高等教育機関であり，しかも，実践的技術者の養成を使命として産業に

直結する教育・研究活動を行う機関であることから，その研究活動の成果の地域への還元は強く期待されている。 

本校は，このような社会的使命を強く認識し，地域の企業をはじめとする地域社会からの技術的要請に対して，

機敏かつ柔軟に対応するための体制を整え，本校の「知」を地域社会に効果的に還元することを目指している。 

 また，静岡県東部地域は科学博物館等を有さず，子どもたちの科学や技術に対する知的好奇心を満たし，育む

施設や事業が少ない状況にある。このような中，当地域の中心に位置する理科系国立高等教育機関である本校に

は，子どもたちの理科離れに歯止めをかけ，科学や技術への関心を高める社会的使命もある。 

 さらに，静岡県東部地区には高等教育機関が少なく，中でも国立高等教育機関としては本校が唯一の存在であ

ることから，本校には学習意欲を持つ地域住民を可能な限り柔軟かつ適切に受け入れる体制を整えるという社会

的使命がある。 

この点を踏まえ，正規課程の学生以外に対する本校の教育サービスとして，小中学生を主対象とする公開講座

の開講や各種イベントへの積極的な参加により，子どもたちの科学や技術への知的好奇心を刺激し，また育むこ

とで子どもたちがよりよく科学や技術に関わる機会を提供する。また社会人に対しては，研究生・聴講生・科目

等履修生などの制度を設けることによりパートタイムで受け入れ，もって地域住民の学習意欲に応えることを目

的とする。 
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２ 選択的評価事項Ａ「研究活動の状況」の自己評価 

（１）観点ごとの分析 

観点Ａ－１－①： 高等専門学校の研究の目的に照らして，研究体制及び支援体制が適切に整

備され，機能しているか。 

（観点に係る状況） 

 高等専門学校では，「高等専門学校設置基準」及び「独立行政法人国立高等専門学校機構法」

において，「その教育内容を学術の進展に即応させるため，必要な研究が行なわれるように努め

る」ことと，「機構以外の者から委託を受け，又はこれと共同して行う研究の実施その他の機構

以外の者との連携による教育研究活動を行う」ことと規定されている（資料Ａ－１－①－１）。

これに基づき，本校では，教員研究，準学士課程５年生の卒業研究，及び専攻科課程の専攻科研

究を実施し，教員が専門分野での研究に従事することにより得られる知識や技術を講義，実験実

習や研究指導において教育に活かすとともに，近隣企業をはじめとする地域や産業界との連携を

通して産業技術と科学技術の発展に寄与することを目指している。各学科および教員は，これら

の研究を実施するため，研究設備を整備するとともに（資料Ａ－１－①－２），各教員の専門研

究分野に関連した授業や卒業研究・専攻科研究での研究指導を実施し（資料Ａ－１－①－３），

教育活動と研究活動に相乗効果が得られるように取り組んでいる。また，本校における卒業研究

と専攻科研究は，他の教科目の内容を総合した学習・教育目標の達成を目的とすることで（資料

Ａ－１－①－４），準学士課程の教育目的である職業に必要な能力の育成や専攻科課程の教育目

的である創造的な知性と視野の広い豊かな人間性を備えた技術者の育成の実現に資するものとな

っている。さらに，専攻科研究では，産業社会への学術的な面からの貢献・協力が目指されるべ

きである（資料Ａ－１－①－５）。このため，専攻科研究の発表会は広く学外に公開しており，

産業界との連携の機会を広げることに資するものとされている（資料Ａ－１－①－６）。このよ

うな教員の研究活動を支援するため，本校では，地域企業等と教員・学生が協力して行う研究活

動の中心的施設として，多くの実験装置・設備をもつ地域共同テクノセンターを有している（資

料Ａ－１－①－７）。また，このセンターには教員の本校内外での研究活動および地域との連携

に関する事項を総合的に検討するための組織として，地域共同テクノセンター長を委員長とする

地域連携・研究支援委員会が設置されている（資料Ａ－１－①－８）。地域共同テクノセンター

は，地域連携・研究支援委員会により産学官交流会の開催（資料Ａ－１－①－９）やニュースレ

ターの刊行（資料Ａ－１－①－10）を行うだけでなく，産業界，特に地域の企業から最も大きな

ニーズである技術相談を無料で受け付けている。このことにより，地域産業への知の還元を図る

とともに共同研究・受託研究へと発展して，より大きな貢献を果たすことができている（資料Ａ

－１－①－11）。さらに，地域共同テクノセンターでは，産学官連携コーディネーターを非常勤

職員として採用し，本校教員のシーズと地元企業のニーズのマッチングを図っている（資料Ａ－

１－①－12）。この他にも，教員の研究活動の推進に重要となる科学研究費補助金等の外部資金

獲得に向けた情報が，総務課総務係から即応的に全教員へ周知されている（資料Ａ－１－①－

13）。 
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資料Ａ－１－①－１ 

高等専門学校における研究の位置づけ 

「高等専門学校設置基準」 

（昭和三十六年八月三十日文部省令第二十三号） 

 

第一章 総則 

（教育水準の維持向上） 

第二条 高等専門学校は、その組織編制、施設、設備等がこの省令で定める設置基準より低下した状態にならな

いようにすることはもとより、常にその充実を図り、もつて教育水準の維持向上に努めなければならない。 

２  前項の場合において、高等専門学校は、その教育内容を学術の進展に即応させるため、必要な研究が行な

われるように努めるものとする。 

（情報の積極的な提供） 

第三条 高等専門学校は、当該高等専門学校における教育研究活動等の状況について、刊行物への掲載その他広

く周知を図ることができる方法によって、積極的に情報を提供するものとする。 

 

「独立行政法人国立高等専門学校機構法」 

（平成十五年七月十六日法律第百十三号） 

 

第三章 業務等 

（業務の範囲等） 

第十二条  機構は、第三条の目的を達成するため、次の業務を行う。 

一  国立高等専門学校を設置し、これを運営すること。 

二  学生に対し、修学、進路選択及び心身の健康等に関する相談、寄宿舎における生活指導その他の援助を行

うこと。 

三  機構以外の者から委託を受け、又はこれと共同して行う研究の実施その他の機構以外の者との連携による

教育研究活動を行うこと。 

四  公開講座の開設その他の学生以外の者に対する学習の機会を提供すること。 

五  前各号の業務に附帯する業務を行うこと。 

２  前項第一号の国立高等専門学校の位置は、それぞれ別表の下欄に掲げるとおりとする。 

３  国立高等専門学校の授業料その他の費用に関し必要な事項は、文部科学省令で定める。 

 

（出典 高等専門学校設置基準及び独立行政法人国立高等専門学校機構法） 

 

資料Ａ－１－①－２  

学科，研究室が所有する設備 

電気電子・物性関連 

メカトロラボ２PC(各種回転機の特性比較・組み立て等)､パワトロラボ(各種電力用半導体素子の特性測定と応

用)、波形デジタイザ(μs オーダの波形メモリー)、アナライジングレコーダ(高調波分析機能あり)、デジタルパ

ワーメータ(３相)、ＲＦマグネトロンスパッタリング装置(200Ｗ)、ＤＣマグネトロンスパッタリング装置(200

Ｗ)、真空蒸着装置､Ｘ線回折装置(粉末)、分光光度計(可視、近赤外 180～2500nｍ)、回路基盤ＣＡＭ、構造物振
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動解析装置、マルチチャンネルデーターステーション、マルチパーパス FFT アナライザー、アコースティックエ

ミション(ＡＥ）計測装置、ＰｌＣ,ＣＰＬＤ開発キットー式、ＤＳＰ開発ツールキット、小型風洞 

 

機械・材料・加工関連 

電子顕微鏡付き疲労試験機(２kＮ)、超高サイクル疲労試験機(５kN)、疲労試験機(98ｋN)、精密万能試験機

（98kN）､万能試験機(490kN)､ ＣＮＣ平面研削盤､ ＮＣ立フライス盤､超音波ねじり振動切削装置(施削用、穴加

工用)、卓上簡易計測・加工装置(Ro1andDG MDX-15)、液体ホーニング装置、ブラストドレッシング装置、油圧源

ユニット(最大圧力 20MPa、最大流量 90L/ｍin)、水圧源ユニット(最大圧力 14MPa,最大流董 30L/ｍin)、タービ

ン流量計､歯車型流量計、騒音計測システム、大判プリンタ(B0 サイズ対応) 

 

物質工学関連 

蛍光Ｘ線分析装置、原子吸光光度計､イオンクロマトグラフ､ Ｘ線回折装置､フーリエ変換核磁気共鳴装置(FT-

NMR)、ＤＮＡシークエンサー、プロテインシークエンサー､可視紫外分光光度計、フーリエ変換赤外分光装置

(FT-IR)、蛍光分光光度計、ガスクロマトグラフ(GC)、高速液体クロマトグラフ(ＨPLC)、大判プリンタ(B0 サイ

ズ対応) 

（出典 本校公式ウェブサイト） 

 

資料Ａ－１－①－３ 

教員の研究分野と講義（物質工学科の例） 

教員名（主要担当授業）  専門    研究内容 

蓮實 文彦   応用微生物学 酵素化学  酵素を用いたバイオマス糖化技術の開発 他 

（微生物学・培養工学） 

芳野 恭士  生物化学 生物系薬学  食品の抗アレルギー作用、血糖上昇抑制作用の評価 他 

（細胞工学・生物工学実験） 

押川 達夫  グリーンケミストリー  化学工業における新規クリーン有機合成 他 

（有機化学・有機化学実験） 

渡辺 敦雄  化学工学  安全工学  沼津市など都市型一般廃棄物の処理に関する研究 他 

（環境工学・安全工学） 

後藤 孝信  水産化学    魚類の物質代謝と栄養学 

（酵素工学・生物化学実験） 

大川 政志  無機化学    酸化物ナノチューブの合成と酸化触媒への応用 他 

（無機化学・無機材料化学） 

稲津晃司         触媒化学 環境化学        固体触媒を用いる有害物質の無害化除去 他 

（物理化学・物理化学実験） 

竹口 昌之        生物化学工学 微生物工学   微生物・酵素を利用した有用物質の生産 他 

（化学工学・化学工学実験） 

古川 一実     植物遺伝育種学 遺伝子工学   チャ（茶樹）の遺伝解析および遺伝子組換えに関する研究 

（生物化学・遺伝子工学） 

藁科 知之        分析化学             近赤外光活性金属錯体の探索およびその機能開発 他 

（分析化学・分析化学実験）  

山根 説子        生体材料工学         糖類-リン酸カルシウムハイブリッドバイオマテリアルの合成 

（出典 本校公式ウェブサイト） 



沼津工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

9 

 

資料Ａ－１－①－４ 

卒業研究及び専攻科研究の目的 

３.２教育方法 

（中略） 

(２)授業計画書(シラバス)の作成・開示とそれに従った教育の実施 

(ⅰ)シラバスの作成 

（中略） 

プログラム前半部のシラバスは，専攻科シラバスと同様の様式を取っている。例えば，本プログラムの最も主要

な教科目である専攻科研究と第５学年卒業研究の各々は，以下に示す一貫した方針により指導・支援が実施され

ている[３.２ (２)]。 

（１）学習・教育目標のすべてを実現するよう計画されていること。 

（２）学習・教育目標の各々が実現されたかどうかについての評価方法と基準が具体的に示されていること。 

（３）成績評価は複数の教員，有意の技術者の参加を得て行われること。 

（４）成績評価に学習教育目標の実現が反映されていること。 

（出典 平成 16 年度「総合システム工学」自己点検書 p.40） 

 

資料Ａ－１－①－５ 

準学士課程及び専攻科課程の目的 

（準学士課程） 

学則 第１章 本校の目的 

第１条 本校は，教育基本法の精神にのっとり，学校教育法に基づいて，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な

能力を育成することを目的とする。 

（専攻科課程） 

学則 第９章 専攻科 

第 45 条 専攻科は，高等専門学校等の教育における成果と伝統を踏まえ，研究指導を通じた工学に関する深い専

門性を基に，創造的な知性と視野の広い豊かな人間性を備えた技術者を育成するとともに，産業社会との学術的な

協力を基礎に教育研究を行い，もって地域社会の産業と文化の進展に寄与することを目的とする。 

（出典 平成 23 年度学生便覧 p.５，p.10） 
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資料Ａ－１－①－６ 

2010 年度専攻科研究発表会プログラム（一部） 

 
（出典 本校学内限定ウェブサイト） 
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資料Ａ－１－①－７ 

地域共同テクノセンターの概要 

 

主な設備 

１．超音波振動切削加工装置 

 （難削金属、ＣＦＲＰ・ＧＦＲＰ等の複合材料の経済的高精度加工技術の開発） 

  ・立形マシニングセンター (株)｣牧野フライス製作所製 Ｖ３３ 

  ・超音波振動切削装置 エンドミル仕様 富士工業（株)製 

   周波数２７ｋＨｚ、出力３００Ｗの超音波ねじり振動 

２．表面形状測定顕微鏡 （株）キーエンス ＶＫ８５００ 

  （顕微鏡をのぞく感覚で、nm レベルの世界をカラーで観察できる） 

  最小測定分解能：0.01μｍ、 測定範囲：70×70×28mm 

  測定対象物：金属、樹脂、セラミックス、ガラス、カラートナー 

        食品・微生物、病理組織、高分子材料、薄膜 

  アプリケーション：プロファイル計測、粗さ計測、面粗さ計測、表面積・体積計測、各種平面計測 

３．ガスクロマトグラフ質量分析装置(GC/MS) 

 （低分子量の有機分子の高感度な検出、および構造解析） 

 環境分析、食品分析、薬剤の分析、石油化学製品の分析に有効 

４．レーザーイオン化飛行時間型質量分析装置(TOF/MS) 

 （タンパク質を含む高分子量有機化合物の構造解析） 

 微量な試料で高分解能の質量分析が可能 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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資料Ａ－１－①－８ 

地域共同テクノセンターの組織図（地域連携研究支援委員会） 

 

（出典 本公式ウェブサイト） 

 

資料Ａ－１－①－９ 

産学交流会（テクノフォーラム） 

 

（出典 平成 22 年度静岡県東部テクノフォーラム in 沼津高専 案内ポスター） 
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資料Ａ－１－①－10 

テクノセンターニュース 

 

（出典 平成 22 年度地域共同テクノセンター発行テクノセンターニュース第６号） 
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資料Ａ－１－①－11 

技術相談，共同研究・受託研究の受け入れ 

 

（出典 本公式ウェブサイト） 
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資料Ａ－１－①－12 

本校地域共同テクノセンター産学連携コーディネーター 

 

 

 

（出典 本校平成 20 年度地域共同テクノセンター発行テクノセンターニュース第４号） 
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資料Ａ－１－①－13 

外部資金等の研究助成情報の掲示 

 
（出典 本校学内限定ウェブサイト） 

（分析結果とその根拠理由） 

 実験研究の設備及び組織編成のいずれもが，本校の目的に即した研究活動が行える体制が整えら

れ、優れている。以上のことから本校は、高等専門学校の研究の目的に照らして，研究体制及び支

援体制が適切に整備され，機能していると判断できる。 
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観点Ａ－１－②： 研究の目的に沿った活動の成果が上げられているか。 

（観点に係る状況） 

 本校常勤教員80名の内53名は博士の学位を取得しており，これら学位取得者をはじめすべて

の教員が日常的に各教員の専門分野において研究に取り組み，自己研鑚に努めている。その成

果は，論文執筆や学会発表等の形で公表され（資料Ａ－１－②－１），最近１年間の実績は著

作刊行物16件，学協会等への発表論文120件，国内外における学協会等での口頭発表277件，特

許出願５件，学会等による受賞３件となっている。外部研究資金の獲得の面では，平成21年度

には11件の科学研究費補助金が採択されている他，８件への研究助成が採択されている。また，

教員の研究活動により得られた専門的知見や能力向上は，各教員が担当する授業において学生

に還元されており，卒業研究や専攻科研究での研究・実験指導においても生かされている。そ

の結果として，学生の積極的な研究成果発表が種々の学術集会で行われており（資料Ａ－１－

②－２），学会講演において優秀講演表彰を受賞するなど，学生の研究活動の質の向上に教員

の研究活動が還元されていることがわかる（資料Ａ－１－②－３）。学生が主体となって発表

されたものは，昨年度１年間で，本校研究報告18編，学会発表等110件であった。 

 産学連携形式の研究活動に関しては，平成 22 年度には技術相談は 45 件であり，共同研究

38 件，受託研究３件の契約が民間企業等との間で結ばれており，それぞれ成果を上げている

（資料Ａ－１－②－４）。このような積極的かつ活発な産学連携等を含む研究活動の様子は，

本校の外部資金獲得額が全高等専門学校中第４位というトップクラスにあることに現れている

（資料Ａ－１－②－５）。 

加えて、平成２２年９月、本校に隣接する技能五輪跡地に進出した精密加工メーカー日幸製 

作所からの出資により高専では３例目となる寄附研究部門「水素利活用技術開発部門」（資料 

Ａ－１－②－６）が設置された。専任の教授１名と本校物質工学科の３研究室とが研究に当 

たっている。この寄附研究部門では、富士山の恵みである伏流水を貴重な資源と捉え、これに 

工学的な技術を付加することにより、医療、健康に有益な水素水の高効率な製造と保存技術の 

確立、さらには食品の高付加価値化に水素を活用して取り組もうとするものである。すでに、 

水素水の製造と保存技術の開発では一定の成果（国内でトップの保存技術）を上げ始めている。 
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資料Ａ－１－②－１ 

教員の研究活動の記録 

 

（出典 沼津工業高等専門学校研究報告第 39 号） 
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資料Ａ－１－②－２ 
学生の研究活動の記録 

 

（出典 本校高専だより第 96 号） 

 

資料Ａ－１－②－３ 

学生の研究活動における外部団体からの表彰 

 

 

（出典 本校ウェブサイト） 
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資料Ａ－１－②－４ 

教員の研究活動における企業等との共同研究 

 

（出典 本校ウェブサイト） 

 

資料Ａ－１－②－５ 

本校の外部資金獲得状況 

 

（出典 平成 22 年度総務課作成資料） 
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資料Ａ－１－②－６ 

寄附研究部門 

 

（出典 本校作成寄附研究部門リーフレット） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

教員は各人あるいは複数の教員が共同して活発に研究活動に取り組んでおり，その成果が授業や

実験研究指導において学生に還元されており，その結果，学生の研究活動も活発かつ高度なものと

なってきている。また，産学連携活動をはじめとする研究活動は国内の高専でも件数，資金獲得額

ともにトップクラスであり，本校は社会が高専に期待する産業技術や科学技術の面での社会的使命

を十分に果たしているといえる。さらに，これらの研究活動に学生が参加することにより，学生は

企業での研究や開発の一端に触れることで，本校での学習内容が産業社会の発展に資することを学

ぶ良い機会となっている。以上のことから本校は，研究の目的に沿った活動の成果が上げられてい

ると判断できる。 
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観点Ａ－１－③： 研究活動等の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための体制が

整備され，機能しているか。 

（観点に係る状況） 

 本校には，教員の研究活動を支援することおよび地域の企業をはじめとする産業社会と本校の

関わりについての諸課題を総合的に検討するための組織として，地域共同テクノセンター長を委

員長とする地域連携研究支援委員会が設置されている（資料Ａ－１－③－１）。地域連携研究支

援委員会は，「地域連携部門」「教育研究支援部門」「知的財産部門」の各部門から構成されて

おり，それぞれの部門がリンクして研究活動を支援している。また１月ごとに地域連携研究支援

委員会を開催し，情報の共有化と諸問題の解決について検討し，産業界からの要請や動向を踏ま

えつつ，本校の目的に即した施策を提案している。（資料Ａ－１－③－２）。 

また地域連携研究支援委員会では，産学連携について，受入件数，金額，地区や分野について

統計を取り，状況を調査し，次年度の活性化に活かしている（資料Ａ－１－③－３）。さらに，

産学連携の推進および教員間の研究に関する情報交換のための資料として，シーズ集を発行する

と同時にホームページにて公開している（資料Ａ－１－③－４）。 

このように地域連携研究支援委員会が活動して機能した結果，本校の外部資金獲得額は全高等

専門学校中，第４位というトップクラスの位置を確保することができている（前出資料Ａ－１－

②－５）。 

しかし一方で，研究活動の活発化により共同で利用できる地域共同テクノセンターへの利用申

請が多くなると同時に，共同研究装置を持込希望が増加してきている（資料Ａ－１－③－５）。

地域連携研究支援委員会で利用状況を取りまとめて調整しているが，現状では共同研究に活用で

きる場所が確保できない状況になっている。対策として，近隣企業の実験室を借用して，寄附研

究部門の研究室としている（資料Ａ－１－③－６）。今後の対策として，現在，概算要求で申請

中の機械実習工場の改修後に，共同研究のスペースを確保することを盛り込んでいる。 

 

 
資料Ａ－１－③－１ 

 
沼津工業高等専門学校地域共同テクノセンター規則 
 

(平成 15.3.12 制定) 
最終改正平成 22.4.14 

 
（設置） 
第１条 沼津工業高等専門学校(以下「本校」という。)に，地域共同テクノセンター(以下「センタ

ー」という。)を置く。 
 
（目的） 
第２条 センターは、総合技術開発能力のある学生の育成並びに地域産業界等との共同研究の推進及

び地域産業の振興に寄与するとともに、本校における教育研究の充実発展に資することを目
的とする。 

 
（業務） 
第３条 センターは、次に掲げる業務を行う。 
 (1) 総合技術開発能力のある学生の育成に関すること。 
 (2) 学科間の横断的な研究協力及びその支援に関すること。 
 (3) 地域産業界等との共同研究及び受託研究の推進に関すること。 
 (4) 地域産業界等に対する技術相談、講習会、セミナー等に関すること。 
 (5) 社会人を対象としたリフレッシュ教育に関すること。 
 (6) 小中高生を対象とした体験教育に関すること。 
 (7) その他センターの目的を達成するために必要な事項 
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（組織） 
第４条 センターに、次に掲げる職員を置く。 
 (1) センター長 
 (2) 副センター長  ２人 
 (3) 各学科及び教養科から選出される教員（以下「センター員」という。）  各１人 
 (4) その他必要な職員 
  ２   センター長は、本校の教授の中から校長が任命する。 
  ３   センター長は、センターに関する業務を掌理する。 
  ４   副センター長は、本校の教授又は准教授の中から校長が任命する。 
  ５   副センター長は、センター長を補佐し、センター長に事故があるときは、その職務を代行す

る。 
  ６   センター員は、上司の命を受け、センターの業務に従事する。 
  ７   センター長、副センター長及びセンター員の任期は、１年とし、再任を妨げない。ただし、

欠員が生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 
 
（管理運営） 
第５条 次に掲げる事項は、地域連携・研究支援委員会において審議する。 
  (1) センターの管理運営の基本方針に関すること。 
  (2) センターの利用に関すること。 
  (3) センターの将来計画に関すること。 
 
（寄附講座及び寄附研究部門） 
第６条 センターに、地域産業界等からの寄附に基づき、本校における教育研究の充実発展のための

寄附講座及び寄附研究部門（以下「寄附講座等」という。）を置くことができる。 
  ２  寄附講座等に関し必要な事項は別に定める。 
 

 （事務） 
 第７条 センターに関する事務は、総務課において処理する。 
 
 

（細目） 
第８条 この規則に定めるもののほか、センターの運営に関し必要な細目は、別に定める。 
 

附 則 
１ この規則は、平成１５年３月１２日から施行する。 
２ 沼津工業高等専門学校科学技術相談室運営委員会規則（平成３年１０月１６日制定）は、廃止す

る。 
附 則 

この規則は、平成１８年４月１日から施行する。 
附 則 

この規則は、平成１9 年４月１日から施行する。 
    附  則 
この規則は、平成 20 年４月１日から施行する。 
  附 則 
この規則は，平成 22 年４月１４日から施行する。 
 

 （出典 本校公式ウェブサイト） 
 



沼津工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

24 

地域連携・研究支援委員会議事要録                  資料Ａ－１－③－２ 

平成 22 年度第 10 回 地域連携研究支援委員会 議事要録 

日 時：平成 23 年 2 月 23 日(水) 16:02～17:00 

場 所：管理棟 2 階 第 2 会議室 

出席者：藤尾委員長(議長)，鄭副委員長，稲津副委員長，新冨委員，野毛委員，相良委員，駒委員，奥野委員 

(部長)，布施委員(総務課長) (ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞ)山本 CD,佐藤 AD (陪席) 課長補佐(総務担当)，総務主任 

Ⅰ 前回議事要録確認： 

 原案のとおり承認した。 

Ⅱ 議 題： 

1. 研究・技術シーズ集の更新について 

   L 科駒委員より，現状で未返答の教員について各委員へ確認があった。 

   続いて議長より，本年度採用者及び内容更新の場合は個別に印刷し，イベント等の際はファイル式テクノセンタ

ー概要に入れて配布することとし，冊子体シーズ集の更新は新年度に行う旨の発言があり，これを了承した。 

2. テクノセンターニュース巻頭企画「沼津高専の人財探訪」の人選について 

   議長より各委員へ各科での希望者の確認があり，意見交換の結果，D 科大庭教員へ打診することで了承した。 

3.  次年度年度計画及び本委員会申し送り事項について 

   議長及び事務局より資料に基づき説明があり，意見交換の結果，年度計画中の「中学校教員への理科教育支援」

への対応の部分については議長が教務主事と協議することとした上で，記載内容については資料のとおりこれを

了承した。 

   また，議長より，申し送り事項について，テクノセンター１階共同研究室の顕微鏡の修理調整，東海大の富士山

麓アカデミック＆サイエンスフェア運営撤退予定に対する本校対応の検討，本委員会委員用のコピーカード作成

検討について発言があり，これを次年度への申し送りとすることとした。 

4. テクノセンターHP のリニューアルについて 

   議長及び事務局より，資料並びにプロジェクター投影のテスト運用 Web サイトに基づき説明があり，意見交換の

結果，トップページのキャッチコピーは複数の内容が表示される仕組を鄭副委員長の支援の下で作成すること，

イベント欄はこれからの予定だけでなく現在進められている取組や過去の実績等，写真も含めて掲載すること，

事務局にてテスト運用サイトの URL を委員宛に連絡し意見及びキャッチコピー別案について取りまとめることと

し，本年度中に移行することでこれを了承した。 

   また，事務局より，各研究室保有機器の掲載内容について，１階と３階を議長，２階を稲津副委員長にそれぞれ

依頼するとともに，今後のイベント出展の際は掲載用写真を撮影するよう各委員に依頼があった。 

5. 共同研究企業との交流会（3/18（金）開催）について 

   議長より，予定している同会について，企業との交流もあるため情報交換会のみでもよいので参加願いたい旨，

各委員に依頼があった。 

6. その他 

   1）富士山麓産学官金連携フォーラム 2011（3/8（火）開催）の対応について 

    議長より，相良教員の研究及びテクノセンターのパネルを出展する旨発言があり，これを了承した。 

   2）特許出願等手続要領について 

    議長及び事務局より資料に基づき説明があり，特許権現況調書は資料のとおりポータルサイトに掲載すること

で了承し，東部知的所有権センターへの評価依頼については，佐藤 AD による同センター及び所属職員の今後につ

いての説明を踏まえ，本委員会知的財産専門部会での審議に有益であるため，予定することとした。 

（出典 本校学内限定ウェブサイト） 
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 資料Ａ－１－③－３ 

産学官連携活動状況 

 

（出典 本校公式ウェブサイト） 
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 資料Ａ－１－③－４ 

研究・技術シーズ集 

 
（出典 平成 22 年度 研究・技術シーズ集） 
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資料Ａ－１－③－５ 

地域共同テクノセンター指紋認証登録概数一覧 
平成２３年度地域共同テクノセンター利用一覧

テクノセンター施設・設備
申請名 提出日 施設名

1F
研究室

2F
研究室

3F
ｾﾐﾅｰ室

3F
研究室

1 新冨 雅仁 平成23年2月25日 M新冨
その他
（専攻科研究および専攻科実験で
の使用）

H23.4.1 H24.3.31 ○ レーザー顕微鏡

2 芳野 恭士 平成23年2月25日 C芳野
共同研究
（盛光）

H23.4.1 H24.3.31 ○ 質量分析計

3 稲津 晃司
2011/3/1（差替え）

2011/3/30
C稲津

1.共同研究
（矢崎総業）
2.共同研究
（東芝電力ｼｽﾃﾑ社）

H23.4.1 H24.3.31 ○
中央実験台および局所排気装置付
きドラフトチャンバー

学生4名
（C5吉田健人，C5大嶽遼子，C5辻
井明日香，C5曲木有希）

4 蓮實 文彦 平成23年3月16日 C蓮実
共同研究
（ビーエル（イムノ））

H23.4.1 H24.3.31 ○ LC/MS,LC
学生1名
（C5鈴木健士郎）

5 蓮實 文彦 平成23年3月16日 C蓮実
共同研究
（ビーエル（がんマーカ））

H23.4.1 H24.3.31 ○ LC/MS,LC
学生1名
（C5新美茉莉）

6 蓮實 文彦 平成23年3月16日 C蓮実
共同研究
（鈴与総合研究所）

H23.4.1 H24.3.31 ○ GC/MS
学生1名
（CB2福田洸平）

7 蓮實 文彦 平成23年3月16日 C蓮実
共同研究
（山岡環境設計）

H23.4.1 H24.3.31 ○ アンモニア吸収装置
学生1名
（CB2河村 慧）

8 蓮實 文彦 平成23年3月18日 C蓮実
共同研究
（合資会社 高福）

H23.4.12 H24.3.31 ○ LC/MS,LC
学生1名
（C5谷口勇貴）

9 蓮實 文彦 平成23年3月18日 C蓮実
共同研究
（小清水農協）

H23.4.1 H24.3.31 ○ LC/MS,LC
学生1名
（C5土屋陽香）

10 桶田 真司 平成23年3月30日
技術室
桶田

その他
（３次元立体造形機
Elite/ZPrinterのメンテナンス）

H23.4.1 H24.3.31 ○
Dimension Elite,　超音波洗浄機
Z Corp Z Printer 450

11 渡辺 敦雄 平成23年3月30日 C渡辺敦
共同研究
（臼井国際産業）

H23.4.1 H24.3.31 ○
RO膜装置、HFF、電気透析装置な
ど

学生4名
（C5青山奈々恵，C5勝又美香，C5
鈴木昂生，C5山田大貴）

12 渡辺 敦雄 平成23年3月30日 C渡辺敦
共同研究
（豊橋技科大）

H23.4.1 H24.3.31 ○
Wifitなどの身体動揺測定装置な
ど

学生4名
（C5青山奈々恵，C5勝又美香，C5
鈴木昂生，C5山田大貴）

13 永禮 哲生 平成23年3月31日 M永禮
共同研究
（アトマックス）

H23.4.1 H24.3.31 ○ ○ レーザー顕微鏡・三次元造型機

14 山中 仁 平成23年3月31日 M山中
その他
（３次元デジタル設計造形コンテ
スト）

H23.4.1 H24.3.31 ○
Dimension Elite,　Zprinter,
周辺PC

15 西田 友久 平成23年3月31日 M西田
その他
（科研費研究）

H23.4.1 H24.3.31 ○ 超深度形状測定顕微鏡　VK-8500

16 竹口 昌之 平成23年3月31日 C竹口
共同研究
（小清水町農協）

H23.4.1 H24.3.31 ○ ガスクロマトグラフ質量分析計

17 藤尾 三紀夫 平成23年3月31日 S藤尾
共同研究
（東芝機械）

H23.4.1 H24.3.31 ○ ○ ○
マシニングセンター（V33）プロ
ジェクタ，デスクトップパソコン
（MasterCAM，SolidWorksほか）

学生4名
（DS1山梨友里恵，DS1矢野公規，
S4秋山絵梨，S5石原賢太）

18 藤尾 三紀夫 平成23年3月31日 S藤尾
共同研究
（友成機工）

H23.4.1 H24.3.31 ○ ○ ○

プロジェクタ，デスクトップパソ
コン（SolidWorks､MasterCAM､
NaskaView），立型マシニングセ
ンターV33

学生4名
（S4川口龍樹，S4長谷川充，S5松
蔭 瞭，S5三改木裕矢）

19 藤尾 三紀夫 平成23年3月31日 S藤尾
共同研究
（東静クボタ工機）

H23.4.1 H23.5.27 ○ ○ ○

プロジェクタ，ノートパソコン，
デスクトップパソコン
（SolidWorks），立型マシニング
センターV33

学生1名
（S4杉山大輔）

20 柳下 福藏 平成23年3月31日 校長柳下
その他
（教員研究）

H23.4.1 H24.3.31 ○
エアー駆動二重偏心式スパイラル
穴あけ加工装置　他

柘植技術補佐員

21 古川 一実 平成23年3月31日 C古川
その他
（教員研究）

H23.4.1 H24.3.31 ○ クリーンベンチ

22 芳野 恭士 平成23年4月25日 C芳野
その他
（キムテック共同研究予備実験）

H23.4.25 H24.3.31 ○ 質量分析計

C押川
学生3名
（CB1大石駿介，CB1橋本芙弥，
CB1間部涼祐）

テクノセンター機器搬入
申請名 提出日 施設名

1F
研究室

2F
研究室

3F
ｾﾐﾅｰ室

3F
研究室

1 竹口 昌之 平成23年3月31日 C竹口
共同研究
（小清水町農協）

H23.4.1 H24.3.31 ○

2 稲津 晃司 平成23年4月25日 C稲津
共同研究
（東芝）（矢崎総業）

H23.4.25 H24.3.31 ○

2次元電気泳動システム一式

触媒分析装置（日本ベル製BELCAT，日機装製質量分析装置QMS）

設備名 その他学内利用者

搬入機器

申請者 利用目的 期間（始） 期間（終）

申請者 利用目的 期間（始） 期間（終）

（出典 総務課作成資料） 

 

 



沼津工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

28 

 

（分析結果とその根拠理由） 

地域連携研究支援委員会は，外部有識者の参加を適宜得ながら定期的に開催されており，本校各

部署から提起される問題等について議論が行われ，改善策が提案されている。また研究活動におい

て問題点となっている研究スペースの確保については，近隣企業での実験室の借用および検討中の

機械実習工場改修案件に盛り込み，解決に向けて対策を行っている。以上のことから研究活動等の

実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための体制が整備され，機能していると判断できる。 

 資料Ａ－１－③－６ 

寄附研究部門研究室設置に関する不動産貸与 

 

（出典 総務課作成資料 ） 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

 教員の研究活動は活発に行われ，その成果は学生へ授業や研究指導などの教育面に還元される

形で十分に活かされている。また，施設整備及び組織運営の両面からの教員の研究活動への支援

は，地域共同テクノセンターおよび地域連携研究支援委員会を中心として体制が整備されており，

優れている。その結果として，民間企業等との共同研究・受託研究契約件数ならびに契約額とも

国内高専でもトップクラスであり，本校がその目的に即して積極的に産業界へ貢献している点は

優れている。 

 

（改善を要する点） 

 該当なし。 

 

 

（３）選択的評価事項Ａの自己評価の概要 

 高専における研究の目的である，教育内容の産業技術や科学技術の進展への即応及び産学連携形

式による教育研究活動による社会への貢献を達成するため，教員研究，準学士課程５年生の卒業研

究，及び専攻科課程の専攻科研究を実施している。このため，各教員の専門分野に合致した授業担

当を行うよう教員を配置するとともに，産学連携形式の研究への積極的な学生の参加を推進してい

る。こうした研究を支援するための施設整備と組織運営のため，地域共同テクノセンター及び地域

連携研究支援委員会が機能しており，本校教員のシーズと静岡県東部地区の地元企業をはじめとす

る企業のニーズとのマッチングを図るとともに，教員の研究活動を支援する役割を果たしている。

その結果，本校教員及び学生は，年間に約140編（内，学生による執筆は２編）の著書・論文等を

執筆し，国内外で約250件（内，学生による発表は110件）の学会・シンポジウム等での発表を行っ

ている。また，産学連携形式の研究活動も，年間約60件の共同・受託研究の契約が民間企業等との

間で結ばれ，成果を上げ，さらには国内高専で３例目となる寄附研究部門が設置され，実用と基礎

の両面からのさらに活発な産学連携が展開されはじめている。このような現在の情勢に即し，かつ，

活発な研究活動へ学生を参加させることで，学生が本校における学習内容と実際の企業での研究や

開発との関連性を学ぶ良い機会を得ており，高い教育効果が上がっている。以上のことから，本校

における研究活動は，大変優れている。 

 

 

（４）目的の達成状況の判断 

  目的の達成状況が良好である。 
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